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森本ソングリーダー

ピアノ　浅井 麻希 様

講話　森田高史ガバナー

森田ガバナー･大嶋会長点鐘 幹事報告　林幹事

[本日の例会] 会長の日・雑誌の日
[次回予定] 11/12（火）卓話  たかさき虹の会  吉村晴子 様

■ガバナー公式訪問

・・・例会報告／１０月１５日（火）・・・

＜ご来訪者＞
2019-2020 年度国際ロータリー第 2840 地区
　ガバナー　　　　　　　森田　高史　様 （伊勢崎ＲＣ）
　第３分区ガバナー補佐　梅山　　哲　様 （高崎北ＲＣ）
　地区副幹事　　　　　　関　　徹也　様 （伊勢崎ＲＣ）
　地区副幹事　　　　　　岸　　慈音　様 （伊勢崎ＲＣ）
ピアノ　浅井 麻希　様

ロータリー財団月間

■出 席 報 告
　(10月15日)

80.00％

会 員 総 数 37名
出席計算会員数 35名
当 日 出 席 者 28名
会 場 出 席 率

■食事状況 (10月15日) 食 事 数 35食
無連絡欠席者 0名
食 事 余 り 1食

※食事のムダをなくすために、
　出欠・食事有無の連絡に
　ご協力お願い致します（SAA）

■米山記念奨学会寄付
大嶋　秀男　君
須永　利治　君
竹内　 暠　君
水上　勝之　君
森本　　淳　君
林　　高弘　君
井田　　泉　君
石橋　克美　君
堤　洋一郎　君

■ロータリー財団寄付
大嶋　秀男　君
須永　利治　君
竹内　 暠　君
飯嶋　藤平　君
水上　勝之　君
森本　　淳　君
林　　高弘　君
井田　　泉　君
石橋　克美　君
堀口　和敏　君
堤　洋一郎　君

56.39％

本日の合計金額 498.16ドル
累　計　金　額 3129.58ドル
年　度　目　標 5500.00ドル

69.49％

67.04ドル
年次寄付 ポリオ寄付

771.33ドル
1110.00ドル

54.26％

45,000円
261,000円
481,000円

ロータリー財団
米山記念奨学会

達成率（37名）

■ニコニコＢＯＸ(10月15日)

※10/8卓話謝礼をニコニコＢＯＸへ古川　雅子 様

ガバナー、ごくろうさまです加藤　勝二 君

森田ガバナーをお迎えして。
本日はよろしくお願いします

橋爪　良真 君

森田ガバナーようこそ関口　朋克 君

森田ガバナー、本日はご苦労様です。
宜しくお願い致します

石橋　克美 君

少しの間、お休みしていてすみませんでした淡島　信二 君

森田ガバナー、関副幹事、岸地区副幹事
本日はようこそ！

須永　利治 君

※登録料・補助費をニコニコＢＯＸへ
RID2840ガバナー森田高史 様

会長 / 大嶋　秀男　　幹事 / 林　　高弘　　クラブ会報委員長 / 多胡　友弘

2019～2020年度　国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー

国際ロータリー第2840地区
週　  報

2019～2020年度クラブテーマ

「ロータリーを楽しもう」— 笑顔と友情と誇りをもって —

2019～2020年度　国際ロータリーのテーマ
「ロータリーは世界をつなぐ」



例会場・事務所／ホテルグランビュー高崎　高崎市柳川町70
                TEL 027-310-7722  FAX 027-310-7733
                E-mail : takasaki-cent@rid2840.jp
例 会 / 毎週火曜日　18時30分

クラブ協議会
「クラブ戦略計画について」 関口直前会長

ガバナーへのお礼の言葉
大嶋会長

クラブ協議会
質疑応答　吉村会員

クラブ協議会
質疑応答　柳澤会員

ガバナー公式訪問
ありがとうございました。

ニコニコＢＯＸ報告
石橋ニコニコＢＯＸ委員長

ロータリー財団寄付報告
飯嶋財団事業委員長

米山記念奨学会寄付報告
井田ロータリー財団委員長

■地区大会　（於：太田市新田文化会館）

・・・例会報告／１０月２７日（日）・・・

■出席報告
　(10月27日)

61.76％

会 員 総 数 37名
出席計算会員数 34名
当 日 出 席 者 21名
会 場 出 席 率

【旬の行事】　弥五郎どんまつり
身の丈四・八五メートルの巨人、弥五郎どんが境内に現れ、浜下りをしてまちを練り歩く豪快な弥五郎どんまつ
り。鹿児島県曽於（そお）市大隈の岩川八幡神社では、十一月三日午前一時、「弥五郎どんが起きっどー」のかけ声とふ
れ太鼓で、祭のはじまりが告げられます。弥五郎どんの巨体を包むのは、二十五反もの木綿でつくった梅染の衣、
弥五郎どんゆかりのものに触ると無病息災とされ、宮崎の山之口町冨吉や日南市飫肥（おび）でも行われている、南
九州の祭です。

【旬の魚介】　かわはぎ　　【旬の野菜】　さつまいも　　【旬の草花】　紅葉

（日本の七十二候を楽しむ －旧暦のある暮らし－ より）

◆二十四の節気と七十二候◆ 霜降 楓蔦黄なり（もみじつたきなり）
新暦では、およそ十一月二日～十一月十六日頃 紅葉や蔦が色づくころ。  草木が黄や紅に染まることを、もみつといったのが語源だそう。

末候

【候のことば】　山粧（よそお）う
秋の山が紅葉するようすを、山粧うといいます。
また、春のやまのさわやかな初々しさは、山笑う。
夏の山のあおあおとしてみずみずしいさまは、山滴（したた）る。
冬の山の枯れた寂しさは、山眠る。
めぐる季節それぞれの山の表情を捉えるのは、郭熙（かくき）という、十一世紀の中国、北栄時代の画家のことばに由
来しています。まるで山が生きているように、そこに宿る草木が生い茂っては、色づき、枯れ、また芽吹く一年を、
大きな心で言い表しているよう。


